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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）外傷の少なくとも一部を覆うハウジングと、
　ｂ）前記ハウジングと流体連通した真空源であって、前記ハウジングの外側に配置され
、真空接続部によって前記ハウジングに接続される真空源と、
ｃ）前記ハウジング内に配置され、外傷と連通した液体捕集部であって、当該液体捕集部
を介して前記真空源と外傷との間の流体連通を許容する複数の流路を形成するゲル、ゲル
剤、超吸収性物質のうちの一つ以上から構成され、外傷の浸出液を保持するとともに同時
に前記真空源によって発生させられた陰圧を外傷に伝達する液体捕集部と、
　ｄ）前記液体捕集部が配置される液体保持チャンバと、
　ｅ）前記液体捕集部と前記真空源との間に配置され、前記真空源と前記液体保持チャン
バとの間に気体が流れることを許容する液体バリアであって、前記ハウジング内に配置さ
れ、前記液体保持チャンバから液体が流出するのを防止することを特徴とする液体バリア
と、
を備えたことを特徴とする外傷治療用装置。
【請求項２】
　前記液体捕集部は、当該液体捕集部に加えられる所定の大きさの機械力の下で液体を保
持する、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項３】
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　前記真空源と液体が流れることができるように連通した真空チャンバをさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項４】
　前記液体保持チャンバは、外傷の周辺部の内側から外傷の周辺部の外側まで延伸する、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項５】
　前記ハウジングは、外傷の少なくとも一部を覆う近位端と、外傷の周辺部の外側に配置
される遠位端とを備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項６】
　前記真空源は、前記ハウジングの遠位端で当該ハウジングに取り付けられる、
ことを特徴とする請求項５に記載の外傷治療用装置。
【請求項７】
　前記真空源は、前記ハウジングの近位端で当該ハウジングに取り付けられる、
ことを特徴とする請求項５に記載の外傷治療用装置。
【請求項８】
　装置の配置向きに関わらず装置の動作を維持するための手段をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項９】
　前記真空源は、電源を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１０】
　前記ハウジングは、ポリスチレン、ポリエステル、ポリエチレン、シリコン、ネオプレ
ン、及び、それらの組み合わせのうちの一つから形成されたものである、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１１】
　前記ハウジングは、フレキシブルなバリアから構成される、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１２】
　装置を体の表面に取り付けるためのシールをさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１３】
　ユーザの皮膚を保護するための皮膚保護層をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１４】
　前記液体捕集部と連通した真空分散部をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１５】
　前記液体捕集部と連通した水分分散部をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１６】
　前記液体捕集部は、さらに、抗菌剤を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１７】
　前記液体バリアは、気体が浸透可能な膜から構成される、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１８】
　前記液体バリアは、疎水性の構造体から構成される、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項１９】
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　外傷接触部をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項２０】
　前記外傷接触部は、シート、発泡体、ゲル、ガーゼ、多孔性母材、蜂の巣、モップ、紙
ふぶき、内蔵式のチューブ状構造体、及びそれらの組み合わせのうちの一つから構成され
る、
ことを特徴とする請求項１９に記載の外傷治療用装置。
【請求項２１】
　前記外傷接触部は、抗菌剤を含む、
ことを特徴とする請求項１９に記載の外傷治療用装置。
【請求項２２】
　前記真空源が脱気できるようにするための排気口をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【請求項２３】
　前記排気口は、フィルタを備える、
ことを特徴とする請求項２２に記載の外傷治療用装置。
【請求項２４】
　オーバーフロー弁をさらに備える、
ことを特徴とする請求項１に記載の外傷治療用装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に、感染による外傷、静脈性潰瘍、動脈性潰瘍、糖尿病性潰瘍、火傷、切
開による外傷、外科的外傷等の様々な種類の慢性的でかつ痛みを伴う外傷を治療すること
が可能な外傷治療用装置及び方法に関する。特に、本発明は、陰圧治療法を利用する外傷
治療用装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　陰圧治療は、様々な外傷を治療するための一手法として利用されている。従来の装置は
、サイズが大きく、吸引ポンプ、真空ポンプ等の複雑な機器を基本的に必要とし、また、
複雑な電気制御装置を必要としていた。上述した機器以外の関連機器としては、例えば、
液体／浸出液捕集キャ二スタ、液体搬送用導管、及び圧力レギュレータ／トランスデュー
サ／センサが挙げられる。その結果、かかる装置は大がかりで、大きな電力が必要で、比
較的コストが高く、そして実質的に使い捨てすることができなかった。さらに、既存の装
置の複雑さのため、患者を静止した状態で監視することが必要で、装置の初期配置及び変
更は、医師や看護婦によって行わなければならなかった。現在では、かかる装置の使用に
必要な典型的なコストは、一日に患者一人に対しておよそ百ドル程度である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ヘルスケア及び医療用装置のコストの増加は、患者にとっては負担であり、治療提供者
としては、医療行為を行う者による監視の負担がより少なく、患者が家庭でも使用できる
といったような解決策を望んでいる。さらに、患者としても、旅行に行ったり、移動した
りすることを可能とする携帯可能な種類の装置を望んでいる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、外傷に陰圧治療を施す自己統合型（ｓｅｌｆ－ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ）の外
傷治療用装置を提供する。一の実施形態においては、装置は、少なくとも外傷の一部を覆
うハウジングを有する。また、装置は、液体保持チャンバ内に液体捕集部を備えるととも
に、真空源に接続されるアダプタまたは接続部を備える。真空接続部は、気体が流れるこ
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とができるように液体保持チャンバと連通している。真空接続部は、液体バリアにより、
液体捕集部から分離されている。さらに、外傷治療用装置は、ハウジングによって患者の
体の表面を気密にするため、シールを備える。
【０００５】
　ある実施形態では、真空接続部は、ハウジング内またはその近傍に配置された真空源に
接続される。他の実施形態では、真空接続部は、ハウジングの外部に配置された真空源に
接続されるアダプタから構成される。本明細書中では、アダプタ、カプラ、接続部という
語は、同じ意味で用いられる。
【０００６】
　他の実施形態においては、外傷治療用装置は、モジュラー式で、外傷接触モジュール、
液体保持モジュール、及び、真空ポンプモジュールから構成される。この場合、外傷治療
用装置の各モジュールは、別個にまたは複数組み合わせて交換可能である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、様々な種類の慢性的でかつ痛みを伴う外傷を治療することが可能な外
傷治療用装置及び方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一の実施形態に係る外傷治療用装置の斜視図である。
【図２】図１に示す外傷治療用装置の側断面図である。
【図３】他の実施形態に係る、液体バリアとして液滴ギャップを含む外傷治療用装置の側
断面図である。
【図４】図３に示す装置の液滴ギャップの拡大図である。
【図５】図３に示す装置の液滴ギャップの上断面図である。
【図６】他の実施形態に係る、真空源として内部真空ポンプを含む外傷治療用装置の側断
面図である。
【図７】他の代替的な実施形態に係る、真空源として内部真空ポンプを含む外傷治療用装
置の側断面図である。
【図８】他の実施形態に係る、横長なハウジングを備えた外傷治療用装置の側断面図であ
る。
【図９】図９（ａ）及び図９（ｂ）は、装置構成としてモジュールの態様を採用した外傷
治療用装置の概略図である。
【図１０】外傷治療用装置の液体保持チャンバ内に配置される吸収部材の斜視図である。
【図１１】他の実施形態に係る、外傷治療用装置の側断面図である。
【図１２】他の実施形態に係る外傷治療用装置の側断面図である。
【図１３】他の実施形態に係る外傷治療用装置の側断面図である。
【図１４】他の実施形態に係る外傷治療用装置の側断面図である。
【図１５】他の実施形態に係る外傷治療の側断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図面において示されるとともに以下に説明する本発明の実施形態に係る発明特定事項は
、異なる様々な構成に応じて配置、設計することが可能である。従って、図示して詳細に
説明する以下の実施形態は、本発明を限定するものではなく、あくまでも本発明の実施形
態を例示するためのものである。本発明の様々な態様を図面によって示すことが可能であ
るが、特に説明しない限り図示を省略することがある。
【００１０】
　本発明は、その技術的範囲から逸脱しない範囲で、他の特定の態様において具現可能で
ある。以下に説明する本発明の実施形態は、あくまでも例示のためのものであり、限定の
ためのものではない。従って、本発明の技術的範囲は、以下の説明ではなく添付の特許請
求の範囲に基づいて定められるべきである。均等物に置換することも、本発明の技術的範
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囲に含まれるものとする。
【００１１】
　本明細書を通じた特徴、利点または同義語の説明は、本発明により達成される全ての特
徴及び利点が本発明の単一の実施形態のみによるものであることを示唆するものではない
。本発明の特徴及び利点の説明に関しては、一の実施形態において説明される特定の特徴
、利点、特性が、本発明の少なくとも一つの実施形態に含まれることを示唆するものであ
る。従って、特徴、利点及び同義語の説明については、本明細書を通じて、同一の実施形
態を参照するものであるが、これに限定される訳ではない。
【００１２】
　さらに、以下に説明する本発明の特徴、利点、特性は、一以上の実施形態において組み
合わされてもよい。当業者にとっては、特定の実施形態の一以上の特徴または利点を除い
ても本発明を実施することが可能であることは明らかである。また、本発明の実施の形態
で説明されない追加的な特徴及び利点が特定の実施形態によって得られることがある。
【００１３】
　本明細書を通じて、「一の実施形態」、「実施形態」、あるいはそれらと同義語につい
ては、実施形態で説明する特定の特徴、構成、または特性が本発明の少なくとも一つの実
施形態に含まれることを示唆するものである。従って、「一の実施形態において」、「実
施形態において」というフレーズあるいはそれと同義語は、本明細書を通じて、同一の実
施形態を参照するものであるが、これに限定されるものではない。
【００１４】
　以下の説明では、多数の具体的な発明特定事項、例えば、ハウジング、バリア、チャン
バ等を本発明の実施形態の理解を可能にするために説明する。しかしながら、当業者にと
っては、一以上の具体的な発明特定事項なしで、または、他の方法、発明特定事項、材料
等とともに本発明を実施することが可能であることは明らかである。また、発明の要旨を
不明確にしないようにするため、真空源等の公知の構造、材料、または動作については詳
細に説明しないこととする。
【００１５】
　図１及び図２に外傷治療用装置１０を示す。図１は、患者の体の表面に取り付けられて
外傷の少なくとも一部を覆う外傷治療用装置の斜視図である。図２は、図１の矢線２－２
に沿った側断面図である。装置１０は、外傷の少なくとも一部を覆うハウジング２０を備
える。ハウジング２０は、内部空間２２を画定する。一の実施形態においては、内部空間
２２には、真空チャンバ２４と、液体バリア３６によって分離された液体保持チャンバ４
０とが含まれる。液体保持チャンバ４０は、外傷の浸出液またはその他の液体を捕集する
液体捕集部（図示せず）を備える。ハウジングは、真空源（図示せず）と流体連通してい
る。液体捕集部は、外傷の浸出液を保持するとともに、同時に真空源によって発生させら
れた陰圧を外傷に供給する。本明細書を通じて、陰圧という語と真空という語は、相互に
互換性があるという意味で用いられる。
【００１６】
　一の実施形態においては、ハウジング２０は、剛体または半剛体である。装置１０のハ
ウジング２０は、陰圧が加わっている間、実質的にそのサイズ及び構造を維持し、従って
、ハウジング２０内で真空状態が維持される。ハウジング２０は、当業者にとって知られ
ている適切な材料、例えば、これらに限定されるものではないが、ポリウレタンを含むゴ
ム、ポリプロピレン、塩化ポリビニール、ポリエチレン、バレックス（登録商標）ブラン
ドの下で販売されているアクリロニトリル系共重合体、ポリエステル、ポリスチレン、ポ
リエーテル、ナイロン、ポリクロロトリフルオロエチレン、フッ素重合体、テフロン（登
録商標）ブランドの下で販売されているポリテトラフルオロエチレン、シリコン、ネオプ
レン等の高密度プラスチック、あるいはそれらの組み合わせ及びそれらに類似の材料から
形成される。
【００１７】
　他の実施形態においては、ハウジング２０は、ハウジングの内部空間２２内に配置され
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た少なくとも一つのカスタマイズ可能な剛体または半剛体の構造支持体（図示せず）によ
って支持されたフレキシブルなバリアまたは表面ラップから形成され、装置が大気圧以下
の圧力状態となったときに装置の形状を維持する。ある実施形態では、構造支持体は、ハ
ウジングの外部に配置されたり、あるいは、ハウジング２０と一体である。フレキシブル
なバリアまたは表面ラップは、ハウジング２０の内部空間２２内に配置された構造発泡体
によって支持され、皮膚に対応可能な接着性を有する薄いポリウレタンフィルムから構成
される。構造支持体または構造発泡体は、剛体または半剛体のプラスチック及び発泡体、
例えば、ポリスチレン、ポリエステル、ポリエーテル、ポリエチレン、シリコン、ネオプ
レン、あるいはそれらの組み合わせから形成される。あるいは、液体保持チャンバ４０ま
たはその内部に配置された液体捕集部自体が、ハウジング２０内で真空の供給に応じて開
く真空路を維持するために必要な構造を支持する機能を有してもよい。
【００１８】
　一の実施形態においては、ハウジング２０は、半透過性である。例えば、半透過性のハ
ウジング２０は、液体に対して不浸透性だが、水蒸気やその他の気体に対しては透過性が
あり、真空の供給によってハウジング２０内を陰圧状態に保つ。例えば、ハウジング２０
の材料は、ポリウレタン、または、テガダーム（登録商標）ブランドの下で販売されてい
る半透過性の材料である。一の実施形態において、ハウジング２０は、８３６グラム／ｍ
２／日の水蒸気透過速度（ＷＶＴＲ）を有する。しかしながら、他の実施形態では、ＷＶ
ＴＲは、８３６グラム／ｍ２／日以下であってもよい。さらに他の実施形態では、ハウジ
ング２０の材料は、液体及び気体（水蒸気を含む）の両方に対して不浸透性である。その
他のハウジングの材料の例としては、オプサイト（登録商標）、シュアサイト（登録商標
）、メドフィックス（登録商標）及びメフィルム（登録商標）ブランドの下で販売されて
いる材料が挙げられる。
【００１９】
　装置は、様々な位置にある外傷に用いても快適な材料から形成される。例えば、外傷が
ひじやその他の関節にあり、この場合装置は外傷部分を確実に気密にする必要がある。
【００２０】
　真空源（図示せず）は、ハウジング２０と流体連通している。真空接続部３０により、
ハウジング２０と真空源とが接続される。真空接続部は、当業者に知られたフレキシブル
または半剛体の医療用チューブ、プレナム、導管、その他真空を真空源からハウジング２
０に伝達できる管から構成されるが、これらに限定されるものではない。一の実施形態に
おいては、ハウジングには、ハウジング２０を真空接続部３０または外部の真空源に接続
するためのアダプタ３２またはカプラ３２が取り付けられる。真空源は、ハウジング２０
の内部または外部に配置され、あるいは、ハウジングから離間した位置または近傍の位置
に配置される。真空源がハウジング２０の外部でかつその近傍に配置されている場合、真
空接続部３０は不要で、アダプタ３２またはカプラ３２を介して直接的に真空源から真空
がハウジング２０内に供給される。真空源がハウジング２０内に配置されている実施形態
では、アダプタ３２またはカプラ３２は不要である。真空源は、マイクロ真空ポンプまた
は通常の真空ポンプから構成される。ポンプの種類は、当業者にとって公知のものであれ
ば、どのような種類であってもよい。真空源は、浸透性または電気浸透性のポンプであっ
てもよい。
【００２１】
　真空源は、動作のためにバッテリ等の電源に接続されている。電源の例としては、電源
コンセント、バッテリ、及び／または充電可能なバッテリが挙げられる。バッテリは、一
体式（交換不可）であったり、交換可能であったり、及び／または充電可能なものである
。電源は、真空源の近傍に配置されたり、あるいは、離間して配置されて、これにより、
大容量の電源が治療の間持続する。
【００２２】
　アダプタ３２またはカプラ３２は、真空源の吸気口を接続するための真空ポートから構
成されてもよい。アダプタ３２またはカプラ３２は、ハウジング２０と真空源との間をよ
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り複雑に連通するような構成を採用してもよい。アダプタ３２またはカプラ３２は、真空
源の制御モジュールまたは真空源モジュールと、ハウジング２０内に配置されたセンサと
の間に、連通路及び／または経路を形成するように取り付けられる。
【００２３】
　一の実施形態では、アダプタ３２またはカプラ３２は、気体が流れることができるよう
に真空チャンバ２４、すなわち液体保持チャンバ４０と液体バリア３６を介して連通する
。代替的な実施形態では、真空接続部３０は、液体バリア３６を介して直接的に液体保持
チャンバ４０と連通している。さらに他の代替的な実施形態では、真空源の吸気口が直接
的に液体バリアと接続されている。真空源、真空接続部３０、真空チャンバ２４及び液体
バリア３６は、全て、ハウジングの内部に配置されていてもよいし、外部に配置されてい
てもよい。
【００２４】
　アダプタ３２またはカプラ３２は、ハウジング２０または真空源に関連付けされたデザ
イン上の特徴を有しており、ハウジング２０及び真空源が互いに接続されるのを許容する
。かかる接続は、インターフェアレンス（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）なフィッティング
、スナップフィッティング、圧入（ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｆｉｔ）等によって達成さ
れる。アダプタ３２またはカプラ３２は、接着、または、真空源とハウジングとの連通を
維持する公知の装置により達成される。アダプタ３２またはカプラ３２は、真空源によっ
て発生させられた陰圧をハウジング２０に伝達する。
【００２５】
　図１に示す、本実施形態に係る装置１０の真空チャンバ２４は、ハウジング２０の内部
空間によって画定されている。真空チャンバ２４は、空の空間、または、真空源との連通
を可能にする多孔性部材によって充てんされた空間である。真空チャンバ２４は、真空力
または真空圧に対してポジティブ接続（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を達
成し、液体捕集部に真空圧を分散または伝達する。真空チャンバ２４は、液体捕集部に真
空圧を均等に分散するよう機能する。真空チャンバは、ハウジング２０によって画定され
ている必要はなく、ハウジングの外部に配置されていてもよいことは当業者にとって明ら
かである。例えば、真空チャンバ４０は、真空接続部３０内の導管であってもよい。真空
チャンバ４０は、アダプタ３２によって画定された空間内に配置される。
【００２６】
　液体捕集部は、液体捕集部を介した真空源と外傷との間の流体連通を許容する複数の流
路を含む少なくとも一つの多孔性部材から構成される。液体捕集部は、外傷からの液体を
保持するための構造体及び／または部材を備える。かかる構造体及び／または部材として
は、スポンジ、発泡体、繊維、ウィッキング（ｗｉｃｋｉｎｇ）繊維、中空繊維、気泡、
布、ガーゼ、超吸収性重合体を含む超吸収性部材、吸収性発泡体、カルボキシルメチルセ
ルロースナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｃａｒｂｏｘｙ　ｍｅｔｈｙｌ　ｃｅｌｌｕｌｏｓ
ｅ）等のゲル剤、充てん材料、あるいは、それらの組み合わせが挙げられる。かかる構造
体または部材は、気体が流れることを許容するとともに、外傷に真空または陰圧を供給す
る流路を備える。かかる構造体または部材は、外傷から液体を吸収して保持する。外傷か
らの浸出液としての液体は、細胞残屑や、その他外傷からの浸出液に典型的に含まれる固
体を含んでいることは、当業者にとって明らかである。
【００２７】
　液体捕集部を形成する部材または構造体は、陰圧の通路として機能する間質性の空間を
形成し、または含む。かかる空間により、真空源は液体捕集部を介して外傷と流体連通す
る。一の実施形態では、液体捕集部は、繊維マトリクスを形成する構造中に分散されたも
ののうち、ポリアクリル酸ナトリウムから形成された超吸収性繊維を備える繊維またはレ
ーヨンによる複合構造を有する。超吸収性繊維または物質は、繊維マトリクス内に離散的
に分散され、気体（真空）流路が、液体が超吸収性繊維または物質に吸収された後に開く
ようになっている。超吸収性繊維は、液体捕集部内のノード（ｎｏｄｅ）として機能する
か、またはそれらを含む。液体補修部によって液体が吸収されると、液体捕集部内で気体
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（真空）流路を塞ぐことなく液体が超吸収性ノードに集められる。他の実施形態では、液
体捕集部内に流れ込んだ外傷の浸出液は、超吸収性物質によって吸収され、繊維マトリク
スまたはその他の液体捕集部材料内の離間した位置で動きを止められる。従って、液体捕
集部は、真空状態の間及び真空状態が維持されていない間液体を保持する。
【００２８】
　他の実施形態では、液体捕集部は、飽和状態または超飽和状態にならないように設計さ
れた領域または区域を有する。かかる実施形態では、不飽和区域または領域が、液体捕集
部を介して真空源から外傷までの真空または陰圧の流路を形成する。従って、装置１０は
、外傷部分において治療に適した圧力を維持する手段を有するとともに、液体捕集部が、
液体を吸収する。
【００２９】
　一の実施形態では、液体捕集部、ハウジング３０、及び／または液体保持チャンバ４０
は、装置が大気圧以下の圧力状態になったときに、液体捕集部を介した真空源と外傷との
間の流体連通を許容するのに十分な剛性を有する。装置１０は、液体捕集部の流路が真空
圧下でも開いたままで外傷に陰圧が供給されるようにするのに十分な剛性を有する。
【００３０】
　液体捕集部は、この液体捕集部に加えられた所定の大きさの機械力の下で液体を保持す
る。例えば、装置１０がユーザによって強く握られたとしても液体を保持し続ける。この
特徴により、真空源が停止状態あるいは保持チャンバまたは液体捕集部を交換する必要が
あるときに自由液体が液体捕集部からにじみ出ることを防止する。
【００３１】
　一の実施形態においては、液体捕集部は、超吸収性繊維を分散させた構造的繊維マトリ
クスの複合構造を有する。かかる構造は、真空下で十分な構造的完全性を維持し、真空路
を開いたままに維持する。そのため、さらに別の追加的な構造体は、不要である。
【００３２】
　当業者にとって知られている、液体を保持する同様の特徴を有する他の手段を用いても
よい。ある実施形態では、液体捕集部または液体保持チャンバ４０は、抗菌性を有し、あ
るいは、抗菌剤を含む。
【００３３】
　液体捕集部は、液体保持チャンバ４０内に配置されたり、あるいは、液体保持チャンバ
４０を構成する構造体の一部であってもよい。ここで、「液体を保持する」または「液体
を保持」という語については、実質的に液体を保持することを意味する。ある実施形態で
は、液体保持チャンバ自体が、真空状態でハウジング内またはハウジングを通る真空路を
開いたままにする、必要とされる構造的支持体を構成する。従って、装置は、真空状態で
この装置の機能を維持するための十分な構造体を有する。以下で詳細に説明するように、
充てんインジケータが、ユーザに対し、所定の液体捕集部飽和点を報知する。
【００３４】
　液体バリア３６は、一の実施形態においては、真空源と液体捕集部（図示せず）との間
に配置される。液体バリア３６は、液体が液体保持チャンバ４０から真空チャンバ２４に
流れこむのを防止する機能を有する。液体バリア３６は、気体が浸透可能な膜から構成さ
れる。そこで、液体バリアは、液体が液体保持チャンバ４０から真空チャンバ２４内に流
れ込むのを防止する一方で、気体が流れることを許容し、真空接続部３０を介して供給さ
れた陰圧を伝達する好適な技術から構成される。当業者にとっては、液体バリア３６が、
フィルム、マット、膜、その他液体に対して不浸透性な構造体のいずれかの態様を採用す
ることができることは、明らかである。例えば、液体バリア３６は、多孔性かつ疎水性の
フィルム、多孔性かつ疎水性の膜、疎水性の構造体、その他水分の移動を許容しないもの
から構成される。
【００３５】
　多孔性かつ疎水性のフィルムの例としては、例えば、これらに限定されるものではない
が、多孔性及び微小孔性のポリテトラフルオロエチレン、ポリプロピレン、二フッ化ポリ
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塩化ビニリデン、アクリル重合体、ポリエチレン、または、それらもしくはそれらの組み
合わせの繊維層が挙げられる。例えば、ゴアテックス（登録商標）またはミリポア（登録
商標）ブランドの下で販売されている多孔性かつ疎水性のフィルムが好適である。これら
疎水性のフィルムは、また、抗菌性のフィルタとして機能し、バクテリアが液体保持チャ
ンバから真空源に入り込むのを防止したり、あるいはその真空源から液体保持チャンバに
入り込むのを防止する。本明細書の開示内容に基づいて、当業者にとって自明な、気体が
流れるのを許容する一方で液体が流れることを防止するその他の技術を液体バリア３６と
して用いてもよい。
【００３６】
　図２の装置１０では、液体バリア３６は、気体が流れることを許容する一方で少なくと
も液体の流れを実質的に遮断する多孔性かつ疎水性のフィルムから構成される。従って、
真空源（図示せず）が、この真空源と連通した手段、すなわち、図示する例ではアダプタ
３２または真空接続部３０に接続されたとき、陰圧が真空チャンバ２４を介して液体保持
チャンバ４０に供給／伝達され、液体が外傷部分から液体保持チャンバ４０内に吸引され
る。
【００３７】
　一の実施形態では、外傷治療用装置１０は、この装置の配置向きに関わらず装置の動作
を維持するための手段を備える。例えば、装置は患者の体の様々な位置に取り付けられ、
装置がひっくり返った状態を含む様々な角度で動作しなければならない。一の実施形態に
おいては、装置の配置向きに関わらず装置の動作を維持するための手段には、装置の配置
向きに関わらず真空源を水分から守る液体バリア３６が含まれる。かかる手段には、また
、装置の配置向きと無関係に設計された、装置の個別の構成要素が含まれる。装置の配置
向きに関わらず装置の動作を維持するための手段は、液体の浸出液をゲル化して不動にし
、これによって真空路が自由液体によってふさがれてしまうのを防止する材料から形成さ
れた液体捕集部を含む。例えば、液体捕集部が超吸収性のノード（ｎｏｄｅ）が分散され
た繊維マトリクスから構成される場合、浸出液は、ノードでゲル化されて液体が取り除か
れ、真空路が開いたまま維持される。
【００３８】
　装置１０は、さらに、外傷と直接接触する外傷接触部４１を有し、この外傷接触部は、
単一または厚さが異なる複数の層から構成され、外傷の深さに対応する。外傷接触部４１
は、外傷の内部に直接配置されてもよいし、外傷上に配置されてもよい。外傷接触部４１
は、液体保持チャンバと流体連通しており、外傷の液体を創傷床から液体保持チャンバ４
０に伝達させる。一の実施形態では、外傷接触部４１は、液体をウィッキング現象（ｗｉ
ｃｋｉｎｇ　ａｃｔｉｏｎ）によって伝達する。他の実施形態では、外傷接触部４１は、
液体を毛管現象によって伝達する。外傷接触部４１は、多孔性を有し、外傷の液体を通過
させて外傷接触部上の液体捕集部によって吸収させる。代替的に、外傷接触部４１は、部
分的または全体的に外傷液を吸収する。外傷接触部４１は、布、発泡体、ゲル、ガーゼ、
多孔性母材、蜂の巣、モップ、紙ふぶき、またはそれらの組み合わせから構成される。
【００３９】
　外傷接触部４１は、外傷の内部に直接配置されてもよいし、外傷の上に配置されてもよ
い。外傷接触部４１は、様々な機能を有しており、例えば、外傷に真空を供給するととも
に、液体保持チャンバ４０が所定の吸収レベルに達した際に、液体保持チャンバを外傷部
分から簡易にかつ痛みを伴わないように取り外すことを可能にする層として機能する。外
傷接触部４１は、トプキン（登録商標）ブランドの下で販売されている分解性共重合体膜
、または、特殊な外傷用医薬材料の形態で有用なバイオエージェント（ｂｉｏａｇｅｎｔ
）を供給する層、例えば、皮膚再生テンプレート（インテグラ（登録商標）ブランドの下
で販売されているもの）、生体吸収性ゲル、発泡体、組織の接着を防止するバリア（イン
サート（登録商標）ブランドの下で販売されているもの）、皮膚代替物（バイオフォイル
（登録商標）ブランドの下で販売されているもの）、外傷部分の水分を選択的に維持する
層（アレヴィン（登録商標）ブランドの下で販売されているアルギン酸塩または外傷用医
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薬材料）、血管由来の層（例えば、セラマー（登録商標）ブランドの下で販売されている
もの）、抗菌性を有するか抗菌剤を含む層、から構成される。
【００４０】
　外傷接触部４１は、様々な態様を採用することができ、例えば、これらに限定されるも
のではないが、シート、発泡体、ゲル、ガーゼ、その他充てん多孔性構造体、例えば、気
泡（ｂｅａｄ）の袋、毛足の長いモップ、ほぐれたコンフェティ（ｃｏｎｆｅｔｔｉ）、
蜂の巣の態様を採用することができる。代替的に、外傷接触部４１は、外傷の中空に充て
んされ、真空状態で多孔性構造体に変化するゲルであってもよい。一の実施形態において
は、外傷治療用装置は、およそ１００ミクロンの直径を有する少なくとも一つの開口を含
む外傷に接触する面を有する。
【００４１】
　当業者にとっては、外傷接触部４１と液体捕集部とは、本発明の目的とする効果を奏す
ることができるように、様々な態様で組み合わされてもよいことは明らかである。例えば
、外傷接触部４１と液体捕集部とは、一体なボディの別々の層であってもよい。一の実施
形態においては、複数の液体捕集部のそれぞれが、外傷接触部として機能する袋に収容さ
れている。袋のカバーは、真空圧と体液とに対して浸透性のある多孔性物質から形成され
た外傷接触部から形成される。液体捕集部の材料は、この多孔性の袋に収容される。一の
実施形態においては、外傷接触部は、液体捕集部材料と外傷との間の直接的な接触を防止
する。しかしながら、ある実施形態においては、多少接触してもよい。この外傷接触部／
液体捕集部の組み合わせは、さまざまな形態を採用することができ、例えば、クッション
、管、内蔵式のチューブ状の構造体、液体捕集部が外傷接触部に収容されるその他の構造
体を採用することができる。かかる構造体は、フレキシブルで、あらゆる種類の外傷の中
空にフィットするように好適な形状に変形することができる。あるいは、それらの袋のう
ちのいくつかは、互いに連結され、あるいは、深い外傷のトンネルまたは深い外傷の中空
に挿入することができる構造体を形成するように組み合わされる。例えば、連結されたチ
ューブ状のチェーンが形成され、外傷のトンネルに挿入され、外傷の中空の全体がこのチ
ェーン状の構造体によって充てんされる。フレキシブルなバリア状のハウジングの材料、
例えば、テガダームを外傷部分を覆うことに用いることができ、外傷部分の皮膚を気密に
する。真空源を含むモジュールが、フレキシブルなバリア状のハウジングに取り付けられ
、外傷部分を真空状態にする。外傷の浸出液が、外部の浸透性のある外傷接触部カバーを
介して袋の内部に流れ込み、液体捕集部内に吸収される。液体捕集部は、外傷に真空の供
給を許容し、外傷から液体を吸収して保持する。
【００４２】
　以下で詳細に説明するように、装置１０は、皮膚保護層を備える。皮膚保護層は、外傷
の周囲の健康な皮膚を、外傷治療の間に健康な皮膚を真空及び水分にさらすことによるあ
ざの形成や浸軟から保護する。かかる皮膚保護層は、健康な皮膚が「呼吸」することを許
容し、外傷部分から容易にかつ痛みを伴わず装置を取り外すことを可能にする。皮膚保護
層が、最初に皮膚を別途に気密にし、次にハウジングが皮膚保護層を気密にする。あるい
は、皮膚保護層は、ハウジングまたは外傷接触部と一体に形成される。皮膚保護層は、ハ
ウジングと同じ材料か、ゲルから形成される。
【００４３】
　装置１０が患者に取り付けられて駆動されると、あるいは、真空接続部３０またはアダ
プタ３２を介して外部真空源に接続されると、装置１０は、外傷に陰圧を供給する。装置
１０は、公知の様々なシールのうちの一つ、例えば、一の実施形態では、ハウジングシー
ル２８を用いて徐々に患者の体の表面に取り付けられる。装置１０のハウジング２０は、
患者の体の表面を気密にするように取り付けられる。ある実施形態では、かかる気密効果
は、単にハウジング２０を体の表面に配置して装置１０内を真空引きすることによって達
成される。装置１０は、この装置を表面に取り付けるためのシール２８を有する。当業者
に知られている、接着剤が裏に塗布された薄いポリウレタンフィルムを含む、接着層、ガ
スケット、その他のシールまたは気密に技術をシール２８として利用してもよい。当業者
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に知られているその他の好適なシールを用いることも、本実施形態に含むものとする。一
の実施形態では、装置は、シールと連通して、装置１０のシール２８から真空または陰圧
が漏れていないか否かを判別するためのリーク検出部を備えていてもよい。
【００４４】
　一の実施形態では、シール２８は、ハウジング２０の一部であり、あるいは、皮膚保護
層と一体である。シール２８、ハウジング２０及び皮膚保護層は、本発明の目的とする効
果を奏するように、様々な態様で組み合わせることが可能であることは、当業者にとって
明らかである。
【００４５】
　従って、動作の際に、装置１０は患者の外傷部分にパッチのようにして取り付けられ、
真空源が真空接続部３０に接続されて外傷に陰圧を供給する。使用の前に、装置１０は、
汚れないようにするため、梱包されていてもよい。かかる梱包は、袋、封筒、またはプル
タブ１８を備えていて患者に装置を取り付ける際に取り外される任意の保護カバー１６に
よって達成される。外傷部分に陰圧を供給する間、液体が液体保持チャンバ４０に吸引さ
れ、この液体保持チャンバ４０内に保持され、さらに液体バリア３６によって移動が制限
される。
【００４６】
　図３に、図２に対応するように本発明の別の実施形態に係る外傷治療用装置１１０の側
断面を示す。図３の外傷治療用装置１１０は、ハウジング１２０と真空路１３０とを備え
る。図３の装置１１０では、真空路１３０が真空接続部１３４を介して外部の真空源に気
密に接続されるポート１３２を備え、真空源から陰圧が装置１１０に供給される。代替的
な実施形態では、真空源はハウジング１２０の近傍、内部または外部に配置される。例示
する装置１１０では、図示しない真空源が単一の患者に対して複数の装置１１０によって
共有され、あるいは、それぞれの装置１１０によって液体がそれぞれの真空接続部１３４
に流れこむことがないので、複数の患者間で共有される。図１及び図２の装置１０と同様
に、図３の外傷治療用装置１１０は、液体保持チャンバ１４０と真空チャンバ１２４とを
備える。この実施形態では、真空チャンバ１２４自体が、液体バリア１３６として機能し
、液体が液体保持チャンバ１４０から流れることができない「液滴ギャップ」として作用
する。「液滴ギャップ」とは、液体保持チャンバ１４０と真空路１３０との間のギャップ
をいう。液体保持チャンバ内の液体の表面張力により、液滴が「液滴ギャップ」を越えて
真空路に入り込むことが防止される。従って、「液滴ギャップ」は、液体バリアとして機
能し、液体が液体保持チャンバ１４０から移動することを防止する。
【００４７】
　より詳細に説明すると、真空チャンバ１２４は、ハウジング１２０の内部空間１２２内
にある円筒形の空間であり、その大きさにより、液体が液体保持チャンバ１４０から真空
路１３０に流れこむことを防止する。真空路１３０は、真空チャンバ１２４内に延伸し、
少なくとも一つの開口１３８を備える。ハウジング１２０は、真空路１３０と液体保持チ
ャンバ１４０の周辺部分との間で延伸し、真空路１３０と液体保持チャンバ１４０との間
の距離を適正に保つ内部支持体１２６を備える。
【００４８】
　液体バリアは、液体が液体保持チャンバ１４０から移動することを防止する迷路であっ
てもよい。この迷路には、合一（ｃｏａｌｅｓｃｅｎｃｅ）の原理を利用し、化学の技術
者によく知られるとともに商業上利用可能なミストエリミネーター中で用いられる構成を
採用する。液体またはミストは、迷路に入り込み、合体して真空チャンバ１３０に入りこ
むことなく液体保持チャンバに戻される。
【００４９】
　図１及び図２の外傷治療用装置は、図３に示す液滴ギャップ原理を得るために、単に液
体バリア３６を省略するようにして変更されてもよい。液体ギャップまたは迷路手段は、
疎水性の液体バリアの代わりに用いても、装置の配置向きに関わらず、効果的に装置内を
真空状態に維持することができる。
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【００５０】
　再度図３を参照して、装置１１０は、任意であるが、液体保持チャンバ１４０と真空チ
ャンバ１２４との間に配置された多孔性かつ疎水性の膜として液体バリア１３６を備えて
いてもよい。
【００５１】
　図４は、図３中の円４で囲った、図３の装置１１０の真空チャンバ１２４及び液体バリ
ア１３６を詳細に示す。図示するように、内部支持体１２６により、真空チャンバ１２４
内に真空路１３０が配置されている。
【００５２】
　図５に、装置１１０の真空チャンバ１２４の構成、形状、及び構造の例を示し、図３の
矢線５－５に沿った外傷治療用装置１１０の断面を示す。内部支持体１２６は、真空路１
３０と周辺部分１４２との間で延伸し、真空路１３０と液体保持チャンバ１４０との間の
距離を適切に保つ。図５では、真空チャンバ１２４が円筒形の形状を有する場合を図示し
ている。真空チャンバ１２４のサイズ、体積、形状は、当業者にとって自明な範囲内で変
更可能である。従って、楕円形、四角形、その他の形状が、本発明の開示範囲内に含まれ
るものとする。
【００５３】
　上述した構成の液体バリア及び／または真空チャンバは、真空源と外傷との間で陰圧を
外傷に供給する流路の少なくとも一部を形成する。従って、かかる構成は、真空源と外傷
との間で、真空下で連通する手段の一部を構成する。
【００５４】
　次に、図６を参照して、別の実施形態に係る外傷治療用装置２１０を、図２と同様に側
断面で示す。図６の装置２１０は、上述した実施形態と同様に、内部空間を画定するハウ
ジング２２０を備える。しかしながら、この実施形態の外傷治療用装置２１０は、真空源
２３４と、陰圧を真空チャンバ２２４に供給するアダプタ２３２とを含む陰圧源２３０を
内蔵している。真空源２３４は、電源２３８に接続されて駆動され、図示するようにとも
に装置２１０の内部に配置されている。さらに、図６では、真空源２３４及び電源２３８
がハウジング２２０の内で補助チャンバ２２６内に配置されるように図示しているが、か
かる装置はハウジング２２０の外部に配置されていてもよく、必要に応じて取り外されて
交換される装置２１０のモジュール部分内に配置されていてもよい。
【００５５】
　ある実施形態では、陰圧は、チューブまたは真空ポンプ２３４に接続されたその他のカ
プラ２３２若しくはアダプタ２３２を介して液体保持チャンバ２４０及び／または液体捕
集部に加えられる。真空源２３０が内部に配置された真空ポンプ２３４である場合、カプ
ラ２３２は、ポンプ２３４から真空チャンバ２２４まで延伸し、気体が流れることができ
るように液体保持チャンバ２４０と連通する。真空源２３０が内部に配置された真空ポン
プ２３４である場合、真空ポンプまたはその他のポンプが脱気できるように排気口２３５
が設けられる。排気口は、フィルタ２３７を備えていてもよく、これによって外部から細
菌が内部に入り込んだり、内部から外部に漏洩することを防止する。真空チャンバ２２４
内のカプラ２３２の開口は、フィルタ２６１（例えば、ある実施形態では、抗菌性のフィ
ルタ）を備えていてもよく、または、液体バリア２３６と同様の特性を有していてもよく
、これにより、外傷の液体が真空源２３０に流れ込むのを防止し、外部の細菌が外傷部分
に入り込むことを防止する。さらに、ある実施形態では、装置２１０は、吸気及び排気の
両方のフィルタを備えていてもよく、これによりハウジング２２０の外部の微生物が吸気
されることを防止する。
【００５６】
　動作の際、外傷治療用装置２１０は、最初に、患者の体の表面上に配置され、少なくと
も部分的に外傷領域を覆う。上述したように、装置２１０は、この装置２１０単体の吸引
により、または、当業者にとって知られた技術のうちから選択されたシール２２８により
、体の表面を気密にする。図６に示すシール２２８は、保管の際には、任意でプルタブ２
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１８を備えるカバー２１６によって覆われている接着性のあるシールである。装置２１０
は、さらに、上述したとおり外傷接触部２４１を備える。
【００５７】
　患者に装置２１０を取り付けることに続き、真空源２３４を駆動し、装置２１０の内部
の圧力を減少させる。陰圧が生成されると、液体が外傷から装置２１０の液体保持チャン
バ２４０内に吸引され、液体バリア２３６により、真空チャンバ２２４または陰圧源２３
０へと流れこむことが防止される。上述した実施形態と同様に、液体バリア２３６は、当
業者にとって知られた技術のうちから選択されたものであり、これらに限定されるもので
はないが、例えば、多孔性かつ疎水性のフィルム、膜、及び多孔性かつ疎水性の構造体、
例えばスポンジや発泡体から構成される。
【００５８】
　図６に例示する装置２１０は、さらに、圧力安全弁２６０と、充てんインジケータ２７
０と、非気密インジケータ（図示せず）とを備えてもよい。ある特定の実施形態では、ハ
ウジング２２０は、さらに、ハウジング内の圧力を調整するための手段を備える。圧力を
調整するための手段は、これらに限定されるものではないが、圧力安全弁または圧力調整
弁、またはその他圧力コントローラから構成される。圧力安全弁２６０は、ハウジング２
２０の内部空間（及び液体保持チャンバ２４０及び外傷面）の陰圧を治療に適した値に維
持するために用いられる。圧力安全弁は、商業上利用可能なもののうちのいずれか一つで
あってよい。一の実施形態においては、陰圧は、およそ７５ｍｍＨｇからおよそ１２５ｍ
ｍＨｇの間で維持される。圧力安全弁は、装置において真空状態となるいずれかの位置に
配置される。一の実施形態においては、圧力安全弁２６０は、ハウジング２２０上に配置
され、液体保持チャンバ２４０の変化に反応する。圧力安全弁２６０は、真空源自体また
はハウジングと真空源２３０との間に配置されてもよい。圧力安全弁２６０は、さらに、
吸気フィルタ（図示せず）を備えていてもよく、これにより、装置２１０内に汚染物質が
混入することを防止し、従って外傷部分をさらに保護する。圧力安全弁は、様々な方法に
応じて動作することができ、例えば、予め設定された圧力点で開いて外気がハウジング２
２０内に入り込むことを許容し、ハウジング２２０内が予め設定された圧力点に達したら
閉じたり、装置２１０を開放して真空源を非アクティブにしたり、または単に真空源を非
アクティブにしたりする。装置１０の内外での圧力の制御は、真空源をオン・オフしたり
することを含むことは、当業者にとって明らかである。
【００５９】
　代替的には、外傷治療用装置２１０は、ハウジング２２０内の真空または圧力を制御す
る圧力コントローラを備える。圧力コントローラは、真空（圧力）センサとともに動作し
、液体保持チャンバ２４０内の外傷の中空及び／または外傷上の圧力を検出する。真空セ
ンサは、回路基板／リレーの組み合わせを介して真空源２３４に接続され、真空源を制御
する。あるいは、真空センサは、圧力安全（調整）弁２６０に接続され、外傷部分を治療
に適した真空圧に維持する。真空（圧力）センサまたは差圧センサは、電圧を出力し、ま
たは、電流を出力し、その信号を、回路基板／リレーの組み合わせが利用して真空源をオ
ン・オフする。かかる電機真空センサの例としては、商標名センソテックセンサの下でハ
ニーウェル社から販売されているものが挙げられる。
【００６０】
　あるいは、所望の圧力に達したときに真空源３０を停止させる真空スイッチまたは差圧
スイッチを、圧力安全弁なしで用いてもよい。かかる機械式真空（圧力）スイッチは、当
業者にとって公知であり、ＭＰＬ（Ｍｉｃｒｏ　Ｐｎｅｕｍａｔｉｃ　Ｌｏｇｉｃ）社、
Ａｉｒ　Ｔｒｏｌｌ社、その他Ａｉｒ　Ｌｏｇｉｃ社から購入することができる。
【００６１】
　さらに他の実施形態においては、装置２１０は、液体保持チャンバ２４０が所定の吸収
レベルに達したことを示す充てんインジケータを備える。充てんインジケータ２７０は、
当業者に知られた様々な方法に応じて動作することができる。かかるインジケータは、視
認できるもの（例えば、色を変化させたりするもの、またはＬＥＤ）または音を出すもの
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を含む。充てんインジケータ２７０は、ハウジング２２０の外壁上または真空源２３４の
近傍に配置されると有益である。充てんインジケータ２７０は、ハウジングの内部に配置
されて電気的または機械的に充てんインジケータと接続されたセンサを備える。かかるセ
ンサは、液体保持チャンバ２４０と液体バリア２３６との間、または、外傷接触部２４１
と反対側の液体保持チャンバの壁に取り付けられる。あるセンサは、液体保持チャンバ２
４０内に自由水分があることを検出することにより動作し、これは、液体保持チャンバが
所定の吸収レベルに達したことを示唆する。あるいは、充てんインジケータのセンサは、
液体保持チャンバ２４０の一部の電気導電性を利用して、その領域に水分が到達したこと
を検出し、真空源２３０を停止させるための信号を出力する。その他当業者に知られたセ
ンサ、例えば、物質の水分量に応じて色を変化させる技術、物理的特性または特徴を変化
させる技術、真空の変化を検出する真空センサ、ガルバニ式、電位差式、容量式のもの、
を装置とともに用いても好適である。装置２１０は、さらに、真空接続部用のフロートバ
ルブ等から構成されるオーバーフロー弁を備えていてもよく、これにより、液体が真空源
に流れ込むことを防止する。
【００６２】
　代替的に、外傷治療用装置２１０は、非真空状態またはハウジング非気密状態インジケ
ータまたは漏洩インジケータ（図示せず）を備える。かかるインジケータは、ポンプのラ
ンタイム、真空センサからの低真空信号、ハウジング上の視認できるインジケータ（例え
ば、内部の圧力が好適なレベルにある場合に、現われる、ハウジング上で平らになるくぼ
みまたはエンボス（ｅｍｂｏｓｓｅｄ）パターン）、低フローレートセンサ、圧力を検出
して色を変化させる技術、等に基づくものである。漏洩インジケータは、シールと連通し
ており、シールとともに動作する。外傷治療用装置２１０は、さらに、酸素レベルまたは
その他の気体を検出するセンサや、外傷部分の温度を測るセンサを備えていてもよい。装
置２１０は、血液検出器を備えていてもよい。一の実施形態においては、血液検出器は、
当業者に知られた光学技術を利用して、ハウジング２２０内に血液が存在することを検出
する。
【００６３】
　センサ、その他のインジケータ、弁、スイッチを利用する場合の実施形態において、ア
ダプタは、流路、ポート、吸気口、排気口を形成する。例えば、アダプタ２３２は、ハウ
ジング２２０の内部に配置された真空センサ、充てんインジケータセンサ、シールセンサ
、その他のセンサやインジケータからの電気配線を含む。さらに、ハウジング２０上の圧
力安全弁またはオーバーフロー弁と真空源との間の通信は、かかるアダプタを介してチャ
ンネル（ｃｈａｎｎｅｌ）される。ある実施形態では、アダプタは、真空源がアダプタを
介してハウジング２０に接続されたときに、真空源及びその他の装置内の機器を機能させ
るオン・オフスイッチとして機能する。
【００６４】
　図７は、さらに別の実施形態に係る外傷治療用装置４１０を示す。外傷治療用装置４１
０は、真空源４３４及びその電源４３８を外傷部分から離間させて配置し、この真空源お
よび電源は、ともに装置の内部に配置されていてもよいし、外部に配置されていてもよい
。ある条件の下では、オフセット配置は、外傷にとって有益である。上述した実施形態と
同様に、装置４１０は、内部空間４２２を画定するハウジング４２０を備える。この空間
４２２は、真空チャンバ４２４と、液体保持チャンバ４４０と、補助チャンバ４２６とに
分割される。しかしながら、上述した実施形態と同様に、補助チャンバ４２６は任意のも
のであり、または、その内部に真空源４３４と電源４３８を配置することも任意である。
真空源が内部に配置された真空ポンプ４３４である場合、真空ポンプが脱気できるように
排気口４３５が設けられる。この排気口は、フィルタ４３７を備えていてもよく、これに
より、細菌が外部から内部に入り込むことを防止するとともに、内部から外部に漏洩する
ことを防止する。
【００６５】
　この実施形態では、陰圧源４３０は、ハウジング４２０を越えて、真空チャンバ４２４
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の内部の排気口４３２まで延伸する。排気口４３２は、フィルタ（ある実施形態では、抗
菌性フィルタ）４６１を備えていてもよく、これにより、外傷からの浸出液が真空源４３
４に流れこむことを防止する。他の実施形態と同様に、装置４１０は、液体バリア４３６
、例えば液体が真空チャンバ４２４に流れこむことを防止するとともに、陰圧を液体保持
チャンバ４４０に供給し、外傷からの液体を液体保持チャンバ４４０内に吸収させる疎水
性の膜を備える。ある実施形態では、真空チャンバ４２４は、多孔性かつ疎水性の発泡体
から構成される。他の実施形態では、真空チャンバ４２４は、空洞である。
【００６６】
　上述したように、装置４１０は、この装置４１０単体の吸引により、または、当業者に
とって知られた技術から選択されたシール４２８を用いることにより、患者の体の表面を
気密にする。図７に示すシール４２８は、保管の際に、任意でプルタブ４１８を備えるカ
バー４１６に覆われる接着性のあるシールである。装置４１０は、さらに、上述したとお
り、外傷接触部４４１を備える。
【００６７】
　図８は、患者が立っているとき、座っているとき、横になっているときに足のかかとや
お尻等の患者の体の一部に位置する外傷を治療することに利用できる代替的な実施形態に
係る外傷治療用装置５１０を示す。このような場合、外傷用医薬材料や装置の構成要素が
、配置された位置において、体の周辺部分の形状に実質的に適合して、治療に有害で場合
によっては外傷を悪化させる圧力荷重を防止することが望ましい。さらに、外傷から離間
した位置でかつその近傍の位置で外傷からの液体や浸出液を捕集することが望ましい。
【００６８】
　かかる要望に応えるため、図８に示す装置５１０は、横長なハウジング５２０を有し、
このハウジングは、近位端５２７が、少なくとも部分的に外傷を覆うように構成され、遠
位端５２９が、外傷の周辺の外側に配置されるように構成されている。外傷接触部５４１
は、近位端５２７側に配置されている。一の実施形態では、真空源５３０は、遠位端５２
９の近傍でハウジング５２０に取り付けられる。他の実施形態では、真空源５３０は、近
位端５２７の近傍でハウジング５２０に取り付けられる。液体保持チャンバ５４０は、外
傷接触部５４１から陰圧源５３０まで延伸する。この実施形態では、液体保持チャンバ５
４０の主要部分が、陰圧源５３０近傍のハウジング５２０の一端に配置される。装置５１
０は、また、液体保持チャンバ５４０と真空または陰圧源５３０との間に配置された液体
バリア５３６を備える。一の実施形態では、液体保持チャンバ５４０は、外傷の周辺部分
から外傷の周辺部分の外側に延伸する。他の実施形態では、ハウジング５２０は、少なく
とも部分的に外傷を覆う近位端５２７を有し、また、外傷の周辺部分の外側に配置される
遠位端５２９を有する。
【００６９】
　外傷部分に配置された外傷接触部５４１は、外傷を気密にし、外傷部分に陰圧を加える
。外傷接触部５４１は、真空供給チャンバ５４０まで延伸した液体保持チャンバ５４０と
接していてもよい。延伸した液体保持チャンバ５４０により、外傷に対して異なる位置に
陰圧源を配置することが可能となる。
【００７０】
　あるいは、装置５１０は、二つの別体のハウジングを備えていてもよい。一方のハウジ
ング５２０ａは、外傷部分の周囲にシール面５１２を有し、他方のハウジング５２０ｂは
、外傷部分から離間した位置に配置されている。後者のハウジング５２０ｂは、皮膚を気
密にしてもしなくてもよい。図８に示すハウジング５２０ａ、５２０ｂは、両方とも、剛
体または半剛体の支持構造体によって支持される、液体に対して不浸透性なフレキシブル
なバリアから構成されてもよい。真空チャンバ５２４を含むハウジング５２０ｂは、患者
が座ったり、立ったり、横になったりする際に負荷が加わるのを防止できるようなより快
適な位置に配置することができる。低い縦横比により、装置は外傷部分上で実質的に平面
的である。かかる構成においては、装置に加えられる圧力は、より広範囲に分散され、外
傷に直接加わることがない。
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【００７１】
　陰圧源５３０は、バッテリ等の電源５３８に接続されて駆動されるマイクロ真空ポンプ
５３４を含む。陰圧源５３０は、図示するように、ハウジング５２０の外部に配置される
。しかしながら、代替的な実施形態に係る外傷治療用装置５１０は、マイクロ真空ポンプ
からなるポンプ５３４及び／または電源５３８は、ハウジングの内部に配置される。陰圧
源５３０は、ハウジングの近傍または内部に配置された浸透性または電気浸透性のポンプ
から構成される。
【００７２】
　図９Ａ及び図９Ｂは、モジュラー式の外傷治療用装置６１０、６１０’を示す。この実
施形態では、装置６１０、６１０’は、３つのモジュールに分割される。しかしながら、
３つ以下または３つ以上のモジュールを用いてもよいことは、当業者にとって明らかであ
る。この実施形態では、装置６１０、６１０’は、外傷接触部モジュール６４１、６４１
’と、液体保持モジュール６４０、６４０’と、真空ポンプモジュール６３０、６３０’
とを備える。モジュール式の態様を採用することにより、必要に応じて装置６１０、６１
０’の一のモジュールを交換することが可能である。
【００７３】
　例えば、液体保持モジュール６４０、６４０’が浸出液で所定のレベルに満たされた場
合、真空ポンプモジュール６３０、６３０’を機能させながら新たな液体保持モジュール
６４０、６４０’に交換することができる。あるいは、液体保持モジュール６４０、６４
０’を、適宜交換して、液体があふれたりすることを防止するとともに、適切な液体保持
容量を保つことができる。同様に、外傷接触部モジュール６４１、６４１’もまた、他の
モジュールから独立して交換することができる。
【００７４】
　図９Ａの実施形態においては、液体保持モジュール６４０は、図２及び図６に示すもの
と同様の構成を有する。その一方、図９Ｂに示す液体保持モジュール６４０’は、図３及
び図４に示した実施形態のものと同様の構成を有する。両方の実施形態に係る装置６１０
、６１０’は、液体バリア６３６、６３６’を備え、浸出液が真空チャンバ６２４、６２
４’内に入り込むのを防止する。真空ポンプモジュール６３０、６３０’は、真空源６３
４、６３４’を含み、さらに電源６３８、６３８’を備えていてもよい。真空源６３４、
６３４’が内部に配置されている場合、排気口６３５、６３５’が、真空源６３４、６３
４’が脱気できるように設けられている。排気口６３５、６３５’は、フィルタ６３７、
６３７’を備えていてもよく、これによって細菌が外部から内部に入り込むのを防止する
とともに、内部から外部に漏洩することを防止する。
【００７５】
　両方の実施形態に係る外傷接触層モジュール６４１、６４１’は、外傷を真空状態にす
るとともに、外傷用医薬材料を取り替える際に容易にかつ痛みを伴わないように取り外す
ことができる層またはその他の構造体等の上述した様々な機能を有する。あるいは、外傷
接触層は、有益なバイオエージェントを皮膚再生テンプレート、生物吸収性ゲル、発泡体
組織の接着を防止するバリア等の特別な外傷用医薬材料の形で提供する層またはその他の
構造体であってもよい。外傷接触層は、皮膚の代替物であったり、外傷部分の水分を選択
的に維持する層であったり、血管由来の層であったり、抗菌性の層であってもよい。外傷
接触層は、様々な態様を採用することができ、例えば、これらに限定されるものではない
が、シート、発泡体、ゲル、ガーゼ、多孔質母材の態様であってもよい。
【００７６】
　図１０は、外傷治療用装置の液体保持チャンバ内に配置される支持構造体７７２を示す
。支持構造体７７２は、外傷治療用装置にフィットするように形状付けされ、かつ／また
は、カスタマイズされる。支持構造体７７２は、外傷治療用装置のハウジングを陰圧下で
支持する構造支持部材７７４を備える。構造支持部材７７２は、剛体または半剛体のプラ
スチック等から形成される。構造支持部材７７４の間には、液体保持チャンバ内で外傷の
浸出液を吸収して保持する吸収部材７７６が配置されている。上述したとおり、吸収部材
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７７６は、スポンジ、繊維、布またはガーゼ、超吸収性重合体を含む超吸収性物質、吸収
発泡体、ゲル剤、充てん剤等を含む。いくつかの実施形態においては、吸収部材７７６は
、外傷治療用装置が陰圧状態でハウジングに対して構造支持体として機能する。
【００７７】
　図１１は、さらに別の実施形態に係る外傷治療用装置８１０を示す。この実施形態は、
図２を参照して説明した実施形態に類似する。外傷治療用装置８１０は、ハウジング８２
０内に支持構造体８７２を備える。図１０を参照して説明したように、支持構造体８７２
は、液体保持チャンバ８４０内に、構造支持部材８７４と吸収部材８７６とを備える。
【００７８】
　図１２は、本発明の外傷治療用装置の代替的な構成を示す断面図である。装置９１０は
、真空源モジュール９１１と、覆いモジュール９１３と、真空源モジュール９１１を覆い
モジュール９１３に連通させるカプラ９４８とを備える。カプラ９４８は、真空源モジュ
ールによって発生させられた陰圧を覆いモジュール９１３に伝達する。カプラ９４８は、
接着性のあるパッドから構成される。上述したとおり、カプラは、覆いモジュール９１３
または真空源モジュール９１１の一構成要素であり、あるいは、覆いモジュール９１３を
ハウジングモジュール９１１と連通させるための別個の構成要素である。カプラの接続は
、螺合、スナップフィット、圧着、接着、溶接等によって達成される。覆いモジュール９
１３は、内部空間９２２を画定するフレキシブルなバリアまたは表面ラップからなるハウ
ジング９２０を備える。内部空間９２２は、真空チャンバ９２４と、液体バリア９３６に
よって分離された液体捕集部９４０とを含む。真空チャンバ９２４は、この場合、空隙を
有するプラスチック等の構造体、または、液体バリアを介して液体保持チャンバに真空を
供給する流路から構成される。なお、図１から図１１に示す装置もまた、図１２から図１
５に示す覆いモジュール９１３、１０１３、１１１３、１２１３を用いる形態を採用する
ことが可能である点は、当業者にとって明らかである。
【００７９】
　真空源モジュール９１１は、真空源９３４と、真空スイッチ９４４と、電源９３８とを
含むハウジング９３３を備える。真空源排気口９３０と、真空スイッチ９４４用の真空供
給吸気口９５２とは、フレキシブルなバリアからなるハウジング９２０に設けられた開口
９２５を介して真空チャンバ９２４に接続されている。真空スイッチ９４４は、真空セン
サ／回路基板／リレーの組み合わせに置換することも可能である。管を着脱自在に真空チ
ャンバに接続し、これによってモジュール９１１及び９１３を互いに分離させてもよい。
【００８０】
　図１３は、本発明の外傷治療用装置のさらに他の構成を示す断面図である。装置１０１
０は、真空源モジュール１０１１と、覆いモジュール１０１３と、真空源モジュール１０
１１を覆いモジュール１０１３に連通させるカプラ１０４８とを備える。覆いモジュール
１０１３は、内部空間１０２２を画定するフレキシブルなバリア／表面ラップからなるハ
ウジング１０２０を備える。この場合、内部空間は、液体保持チャンバ１０４０によって
充てんされている。ハウジング１０２０には、２つの開口１０２５が設けられ、一方の開
口は、真空源を接続するためのもので、他方の開口は、真空スイッチを接続するためのも
のである。
【００８１】
　カプラ１０４８は、真空源モジュール１０１１によって発生させられた陰圧を覆いモジ
ュール１０１３に伝達する。カプラ１０４８は、真空源モジュール１０１１または覆いモ
ジュール１０１３のリップ（ｌｉｐ）その他の構造体を備える。カプラ１０４８は、また
、別個の構成部材である。カプラは、真空源モジュール１０１１を取り付けることを可能
とし、覆いモジュール１０１３と連通させる。一の実施形態においては、真空源モジュー
ル１０１１は、覆いモジュールに圧着により取り付けられる。他の実施形態においては、
覆いモジュール１０１３が、真空源モジュール１０１１に圧着される。モジュール１０１
１と１０１３とは、互いに螺合によって取り付けられてもよい。モジュール１０１１と１
０１３とは、また、スナップフィット、または他の係合手法に加えて接着によって取り付
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けられてもよい。モジュール１０１１と１０１３とは、本明細書の開示に基づき、様々な
手法によって互いに取り付けることができる点は、当業者にとって明らかである。
【００８２】
　真空源モジュール１０１１は、真空源１０３４、真空スイッチ１０４４及び電源１０３
８を含むハウジング１０３３を備える。ハウジング１０３３は、２つの開口１０２５を備
え、一方の開口は、真空源１０３４の真空排気口１０３０用であり、他方の開口は、真空
スイッチ１０４４の真空供給吸気口１０５２用である。２つの液体バリアフィルム１０３
６が、開口１０２５に配置されている。一の実施形態においては、真空源モジュールハウ
ジング１０３３が、水バリア接着部材１０４８を用いて、第一のハウジングの開口と第二
のハウジングの開口とが液体バリアフィルムを介して一直線に配置されるように包帯ハウ
ジング１０２０に取り付けられる。この実施形態は、第一のハウジング内に真空チャンバ
が無い点、すなわち、真空接続部１０３０が直接的に液体バリア１０３６を介して液体保
持チャンバ１０４０に連通している点において、上述した実施形態と異なっている。真空
スイッチは、真空センサ／回路基板／リレーの組み合わせと置換してもよい。充てんイン
ジケータ１０７０が、センサ１０６６とともに配置されている。
【００８３】
　図１４は、本発明の外傷治療用装置のさらに別の構成を示す断面図である。図示する装
置１１１０は、覆いモジュール１１１３に連通する真空源モジュール１１１１を備える。
覆いモジュール１１１３は、内部空間１１２２を画定するフレキシブルなバリア／表面ラ
ップからなるハウジング１１２０を備える。この場合、内部空間は、液体保持チャンバ１
１４０によって充てんされている。真空源モジュール１１１１は、カプラ１１３２または
アダプタ１１３２を介して覆いモジュール１１１３に取り付けられている。真空源モジュ
ール１１１１は、真空源１１３４、真空センサ１１６４及び電源１１３８を含む。アダプ
タ１１３２は、真空源１１３４からの真空排気口１１３０を液体保持チャンバ１１４０内
に配置された液体バリアフィルム１１３６に連通させる流路を備える。アダプタ１１３２
は、また、液体保持チャンバ１１４０内の真空センサと真空源モジュール１１１１の制御
モジュール１１７８との間の流路を形成する。制御モジュール１１７８は、公知の回路基
板及びリレーを備える。ハウジング１１２０内に配置された充てんインジケータセンサ１
１６６、シールセンサ（図示せず）からの導線もまた、アダプタ１１３２またはカプラ１
０３２の一部である。さらに、ハウジング１１２０及び真空源１１３４に設けられた圧力
安全弁とオーバーフロー弁との間もまた、アダプタ１１３２またはカプラ１１３２によっ
て連通させることができる。ある実施形態では、アダプタ１１３２またはカプラ１１３２
は、このアダプタ１１３２を介してモジュール１１３３がハウジング１１２０に接続され
たときに、装置内の真空源１１３４及びその他の構成要素を自動的に起動するオン・オフ
スイッチとしての機能を有する。真空センサ／回路基板／リレーの組み合わせは、真空ス
イッチに置換してもよい。充てんインジケータ１１７０が、センサ１１６６とともに配置
される。
【００８４】
　図１５は、本発明の外傷治療用装置のさらに別の構成を示す断面図である。装置１２１
０は、図１２から１４で示した上述の実施形態と類似するモジュール型であり、真空源モ
ジュール１２１１と覆いモジュール１２１３とを備える。覆いモジュール１２１３は、内
部空間１２２２を画定するフレキシブルなバリア／表面ラップからなる横長なハウジング
１２２０を備える。この場合、内部空間は、上述した液体捕集部を備えた液体保持チャン
バ１２４０によって充てんされている。覆いモジュール１２１３は、ハウジング１２２０
の近位端に配置された外傷接触部１２４１を備える。陰圧源１２３４は、ハウジング１２
２０の他端または外部の遠位端に配置されている。液体保持チャンバ１２４０は、外傷接
触部１２４１から陰圧源１２３４まで延伸する。アダプタ１２３２またはカプラ１２３２
が、真空源モジュール１２１３のハウジング１２３３と覆いモジュール１２１３のハウジ
ング１２２０との間に設けられている。真空源モジュール１２３１は、真空源１２３４、
圧力コントローラ１２６０及び電源１２３８を含む。圧力コントローラは、圧力安全弁の
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形態で用いられ、または、ハウジング１２２０内の内部空間１２２２（従って保持チャン
バ１２４０及び外傷表面１２４１）の陰圧を治療に適した値に維持するために用いられる
。圧力安全弁は、真空状態が形成される装置のどの部分に配置してもよいことは、当業者
にとって明らかである。圧力安全弁は、また、真空源１２３４自体、真空接続部１２３０
（図示）またはハウジング１２２０に配置してもよい。
【００８５】
　装置１２１０は、水分分散部１２８０及び真空分散部１２８２をさらに備えていてもよ
い。水分分散部１２８０は、液体保持チャンバ１２４０及び／または液体捕集部による外
傷液の吸収を容易にする。真空分散部１２８２は、液体保持チャンバ１２４０及び／また
は液体捕集部内での真空の分散を容易にする。かかる真空分散部および水分分散部１２８
２、１２８０の一例は、ゲーリングテクスタイル（Ｇｅｈｒｉｎｇ　Ｔｅｘｔｉｌｅｓ）
社によって製造されている、３次元ニットスペーサー繊維が挙げられる。かかる繊維は、
単一の編みによって組み合わされた２つの別々の表面繊維を含み、内部スペーサ糸が表面
繊維に対して垂直に配列されている。表面繊維は、これらに限定されるものではないが、
綿、ナイロン、ポリエステル、ネオプレン、モノフィラメントスパンデックス、ＰＢＩ、
ノメックス、ケブラー及びファイバーグラスから形成することができる。
【００８６】
　一の実施形態においては、真空分散部は、液体捕集部に塗布された界面活性剤からなる
。真空分散部は、また、陰圧のハウジング１２２０内への吸気口に配置された疎水性の構
造体からなる。真空分散部は、液体捕集部の材料によって、吸気口を閉塞させるものを除
いたものである。
【００８７】
　保持チャンバ１２４０及び／または液体捕集部１２４２は、単一または複数の層から構
成される。例えば、液体捕集部１２４２と、真空分散部１２８２と、水分分散部１２８０
とから構成される。これらの層は、液体捕集部１２４２と液体バリア１２３６（または真
空チャンバ１２２４）との間、または、吸収層１２４２と外傷床との間に配置される。
【００８８】
　本明細書で開示した装置及び方法は、患者の外傷の治療に有益である。かかる外傷には
、これらに限定されるものではないが、感染性外傷、火傷、静脈及び動脈潰瘍、糖尿病性
潰瘍、切開による外傷、床擦れによる外傷等を含む。さらに、かかる装置は、様々な分野
において用いることができるが、これは、当業者にとって明らかである。
【００８９】
　上述した装置を用いた外傷治療方法によれば、液体保持チャンバを備えたハウジングを
有する装置が、外傷の少なくとも一部分上に配置される。真空源を用いて外傷が陰圧状態
にされる。外傷からの液体や浸出液は、液体保持チャンバ内に捕集される。さらに、液体
でいっぱいになったとき、装置は交換される。モジュール式の実施形態においては、液体
保持チャンバまたは真空源が必要に応じて他のモジュールと別個にまたは組み合わせて交
換される。
【００９０】
　外傷治療用装置を組み立てる方法は、陰圧を生じさせる真空源と陰圧の量を制御するた
めの圧力コントローラとからなる真空源モジュールを用意するステップを含む。かかる方
法は、また、外傷部分を少なくとも部分的に覆うハウジングを備えた覆いモジュールを用
意するステップを含む。覆いモジュールは、また、ハウジング内に配置されて外傷と連通
した多孔性の液体捕集部を備える。液体捕集部は、外傷の浸出液を保持するとともに、同
時に真空源によって発生させられた陰圧を外傷部分に供給する。覆いモジュールは、また
、液体捕集部と真空源モジュールとの間に配置された液体バリアを備える。覆いモジュー
ルは、さらに、外傷の周囲の表面に対して覆いモジュールを気密にするためのシールを備
える。かかる方法は、さらに、覆いモジュールに対して真空源モジュールを固定し、真空
源モジュールから陰圧が覆いモジュールに伝達されるようにし、装置を外傷部分の近傍に
取り付けることを含む。本発明の目的を達成するため、上述した方法を構成するステップ
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は、異なる順序で実行してもよいことは、当業者にとって明らかである。
【００９１】
　上述した実施形態のうちのいくつかにおいては、装置は、安価で、軽量で、部分的また
は全体的に使い捨て可能である。さらに、装置は、操作が簡単で、低い医療的な監視の程
度で患者が装置を使用することができる。加えて、装置はその配置に注意を払わなくても
しようできるように構成されている。
【００９２】
　装置は、全体的に使い捨て可能であったり、あるいは、真空源や液体保持チャンバ等の
一部が使い捨て可能な様々な態様を採用することができる。図１及び図２に示す実施形態
の装置１０においては、液体で一杯となったときには全体的に使い捨てして交換すること
ができる。これは、小さな外傷、すでに治癒しかけている段階にある外傷、及び家庭で治
療している外傷に対しては便利である。かかる方法及び装置は、人から人に感染したり、
または、有害な体液が他人に接することを防止したり、その可能性を低減することができ
る。
【００９３】
　なお、ハウジングを特定の形状、例えば曲線的な形状で示したが、ハウジングの形状は
特定の形状に限定されるものではなく、有益な形状を採用することが可能である。ある実
施形態では、装置は、真空チャンバまたは液体保持チャンバを患者の外傷の少なくとも一
部を気密に配置できるような大きさ、形状を有する。上述したハウジング及びシールは、
装置が配置されて患者の体の表面の外傷の少なくとも一部を気密にした際に、真空状態を
維持する。かかる気密化は、実質的に空気を漏らさず、細菌の混入を防止するが、完全に
不浸透性である必要はない。真空圧は、継続してまたは定期的に供給され、陰圧を治療に
適した範囲に維持する。
【００９４】
　患者の外傷上に装置を配置して真空ポンプの電源を投入すると、外傷の周りの空気が脱
気され、ハウジングの中空内が真空状態となる。同時に、外傷の液体を吸収する部材が、
外傷中の液体／浸出液の吸収を始める。外傷を陰圧状態に維持することにより、組織の移
動が促進され、傷口がくっつくようになる。いくつかの実施形態においては、本発明の装
置は、複数日で取り替えられるパッチや包帯の態様で用いられる。なお、装置または真空
源が停止されても、装置は液体を吸収して保持し続けることは当業者にとって明らかであ
る。
【００９５】
　さらに、本発明の装置は、液体保持チャンバ内に自由水分があることを検出するととも
に、任意の多孔性パッドが所定の充てんレベルに達した旨の信号を出力する充てんインジ
ケータを備えていてもよい。充てんインジケータは、オーバーフロー弁に接続されていて
、外傷の液体が真空ポンプに流れ込むのを防止するものであってもよく、あるいは、ポン
プの動作を停止させるための信号を出力するものであってもよい。
【００９６】
　上述したすべての実施形態において、装置が使い捨て可能なように構成されている場合
、使用した後に部分的または全体的に廃棄することが可能である。一の治療プランに複数
の使い捨て可能な装置を提供し、所定の期間個別の治療に装置を使用してもよい。
【００９７】
　特に詳細に説明しないが、当業者であれば、本発明を最大限拡張した技術的範囲内で用
いることが可能である。本明細書で開示した例及び実施形態は、あくまでも説明のための
ものであり、本発明の技術的範囲を限定するためのものではない。当業者であれば、本発
明の技術的範囲から逸脱しない範囲で、上述した実施形態を様々に変更することが可能で
あることは明らかである。換言すると、本明細書で特に説明した実施形態の変形、応用例
が、本発明の技術的範囲に含まれている。ミーンズプラスファンクション形式で説明した
発明特定事項は、米国特許法１１２条６項の規定に従って構成されているものである。従
って、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲に基づいて定められるべきである。
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【符号の説明】
【００９８】
　１０　　外傷治療用装置
　２０　　ハウジング

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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